
交流校の園田中学校より

メッセージが届きました！
９月に実施した園田中学校と本校中学部の交流会。競馬の実況中継

を特技とする生徒がビデオを見ながら中継の真似をし、みんなで大笑

いしたことを思い出します。先日、園田中学校の生徒からお礼のメッ

セージ、そして担当していただいた先生からも心温まるお手紙をいた

だききました。交流の楽しい思い出や、今後もこの交流を続けていき

たいといった願いが綴られていました。
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Ｎｏ.１１

心配していた台風の影響もなく、２つの行事は実施されました。９月23日の夜中、この阪神間にか

なりの雨が降りました。もしこの時間帯が登校時に重なっていたならば、休校という対応となり、行

事の実施は難しかったように思います。日本の各地で豪雨による被害を受けた地域があります。そ

の地域にまた、豪雨や台風の被害がでていることを聞くと胸が痛みます。だからこそ私たちは、自

分たちの行事にしっかり向き合って、全力で参加していくことが必要だと感じました。

トライやるウィーク
９月24日（水）トライやるウィーク初日。 李 綾子（イ ヌンジャ）韓国

伝統舞踊研究所の方々に来ていただき、トライやるコンサートがお

こなわれました。

韓国舞踊はとても奥深く、魅力のある伝統文化でした。円を描きなが

ら舞う優雅な動作、繊細な太鼓のリズム、そして色鮮やかな民族衣装の

長い歴史の中で育まれ、脈々と受け継がれてきたこのすばらしい文化

を体験させてもらいました。鑑賞のため来校して下さった保護者のみな

さん、有り難うございました。

司会を務めてくれた中学部２年の内田君。

会場内を楽しい雰囲気に包んでくれた彼の

解説。少し緊張してると言っていましたが、なかなかの司会でした。中学

部2年生の生徒たちの手作りコンサート。見応えがありましたね。李綾子

さんも「尼養に来てよかったです。とても楽しかった。」と話されていま

した。 運営してくれた中学部２年生のみなさん、ありがとう。そして、

お疲れ様でした。

９月３０日 市内小中学校の初任の先生た

ちの研修会が本校でおこなわれました。今回

は３３名の先生が参加し、各学部に分かれて

授業や給食の様子を見学したり、特別支援教

育についての講義を受けてもらいました。

休憩時間にある先生に尋ねてみました。「市

内の学校と違う授業の仕方や、児童生徒たち

が自分の力で伝えようとする姿を見ていただ

けましたか？」「はい。工夫された教具や、

それを使って先生と生徒が時間をかけて、真

剣にやりとりする様子を学ばせていただきました。」

昼食後の講話では「どの先生も真剣に取り組んでくれました。」と吉本教頭先

生も初任の先生たちの学ぶ姿を評価していました。尼養の児童生徒の頑張ってい

る様子や、先生や介助員、看護師との関わりなど、尼崎養護学校の学びをお土産

に、市内の各学校へ戻っていきました。

宿泊学習当日。台風の影響による中止を心配した高等

部の先生は６時４５分に学校に集合しました。しかし、

雨・風の心配を吹き飛ばすように雲の切れ間から青空が

見えていました。「出発できそうですね」と笑顔の先生た

ち。天気も味方にして，思い出に残る，楽しい宿泊学習

になりそうだと思いました。

出発に向けて派遣された看護師さんやトラックも到着し、出発間近の高等部の生徒たちは、ソワ

ソワと落ち着かぬ様子。１時間足らずのバスの旅でしたが、事前にバスレク係が用意してくれた音

楽CDに合わせてバス内は大盛り上がりでした。

ロッジ舞洲は私たちだけではなく、他の特別支援学校の修学旅行や福祉施設の方々も利用されて

いましたので、食事場所や風呂の時間等、互いに譲り合いながら過ごしました。その中で自分たち

のペースではなく、周りの方々への心づかいも学びます。少し不便を感じながらも，みんなと過ご

すことを楽しみ、ゆったりと過ごせるような余裕も大切ですね。「夜のつどい」でも係の生徒や先生

たちが、十分な準備をしてくれたおかげで、ゲームやクイズにみんなが参加でき､楽しいひとときを

過ごすことができました。さて、この宿泊学習の全体目標でもある【①係の仕事を頑張る ②協力

する③勝手な行動をしない ④メリハリをつけた行動をする】は、達成できたでしょうか。私はみ

なさんが自分たちの力で準備し、運営に協力していく姿を見ることができて､とても嬉しかったです。

手作り宿泊学習は一人一人の思い出に残る旅になったと信じています。数日後、宿泊学習の写真デ

ータを見ながらニコニコとほほえむ先生の姿を発見しました。生徒の様々な表情を見ていると､自然

に顔がほころんできたのかもしれません。

保護者の方々へ・・・宿泊学習

に向けて協力していただきあ

りがとうございました。きっと

生徒たちは各家庭へ、元気な

笑顔のメッセージを届けてくれ

たことと思います。 家庭を離

れて過ごした経験は、生徒一

人一人の自信につながったの

ではないでしょうか。 ２日目 さわやかな秋の空の下
ログハウス前で記念撮影

みんなを楽しませてくれた
夜のつどい係
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さんも「尼養に来てよかったです。とても楽しかった。」と話されていま

した。 運営してくれた中学部２年生のみなさん、ありがとう。そして、

お疲れ様でした。

９月３０日 市内小中学校の初任の先生た

ちの研修会が本校でおこなわれました。今回

は３３名の先生が参加し、各学部に分かれて

授業や給食の様子を見学したり、特別支援教

育についての講義を受けてもらいました。

休憩時間にある先生に尋ねてみました。「市

内の学校と違う授業の仕方や、児童生徒たち

が自分の力で伝えようとする姿を見ていただ

けましたか？」「はい。工夫された教具や、

それを使って先生と生徒が時間をかけて、真

剣にやりとりする様子を学ばせていただきました。」

昼食後の講話では「どの先生も真剣に取り組んでくれました。」と吉本教頭先

生も初任の先生たちの学ぶ姿を評価していました。尼養の児童生徒の頑張ってい

る様子や、先生や介助員、看護師との関わりなど、尼崎養護学校の学びをお土産

に、市内の各学校へ戻っていきました。

宿泊学習当日。台風の影響による中止を心配した高等

部の先生は６時４５分に学校に集合しました。しかし、

雨・風の心配を吹き飛ばすように雲の切れ間から青空が

見えていました。「出発できそうですね」と笑顔の先生た

ち。天気も味方にして，思い出に残る，楽しい宿泊学習

になりそうだと思いました。

出発に向けて派遣された看護師さんやトラックも到着し、出発間近の高等部の生徒たちは、ソワ

ソワと落ち着かぬ様子。１時間足らずのバスの旅でしたが、事前にバスレク係が用意してくれた音

楽CDに合わせてバス内は大盛り上がりでした。

ロッジ舞洲は私たちだけではなく、他の特別支援学校の修学旅行や福祉施設の方々も利用されて

いましたので、食事場所や風呂の時間等、互いに譲り合いながら過ごしました。その中で自分たち

のペースではなく、周りの方々への心づかいも学びます。少し不便を感じながらも，みんなと過ご

すことを楽しみ、ゆったりと過ごせるような余裕も大切ですね。「夜のつどい」でも係の生徒や先生

たちが、十分な準備をしてくれたおかげで、ゲームやクイズにみんなが参加でき､楽しいひとときを

過ごすことができました。さて、この宿泊学習の全体目標でもある【①係の仕事を頑張る ②協力

する③勝手な行動をしない ④メリハリをつけた行動をする】は、達成できたでしょうか。私はみ

なさんが自分たちの力で準備し、運営に協力していく姿を見ることができて､とても嬉しかったです。

手作り宿泊学習は一人一人の思い出に残る旅になったと信じています。数日後、宿泊学習の写真デ

ータを見ながらニコニコとほほえむ先生の姿を発見しました。生徒の様々な表情を見ていると､自然

に顔がほころんできたのかもしれません。

保護者の方々へ・・・宿泊学習

に向けて協力していただきあ

りがとうございました。きっと

生徒たちは各家庭へ、元気な

笑顔のメッセージを届けてくれ

たことと思います。 家庭を離

れて過ごした経験は、生徒一

人一人の自信につながったの

ではないでしょうか。 ２日目 さわやかな秋の空の下
ログハウス前で記念撮影

みんなを楽しませてくれた
夜のつどい係
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